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HPも
今すぐ
チェック！

アンケートのご協力を
お願いいたします。

(裏面をご覧ください)

【子供の姿・学びのストーリー】
8年生では、光輝（かがやき）の授業の中で道徳的価値に関わ

るテーマを軸としたグループ探究学習を進めています。各グル
ープは「道徳のD領域（主として生命や自然、崇高なものとの
関わりに関すること）について 、どのような価値が対立してい
るのか」という視点から問いを立て、夏休みには図書館やイン
ターネットを活用して文献調査を行いました。
最終的には光輝探究学習発表会で成果を発表するだけでなく、

自分たちで構想した「道徳的価値に関するミニレッスン」を
実施する予定です。
導入の光輝では、教師がモデルとして「正直とは何か」を問

いに据え、論語「葉公語孔子曰、吾党有直躬者」と韓非子「楚
人有直躬」を読み比べました。そこでは「父の過ちを告発する
ことが正直なのか」「親を守ることこそ正直なのか」という相
反する考え方が提示されます。子供たちは、論語（儒家）と
韓非子（法家）という相反する２つの思想について議論し、
よりよい社会を作っていくためには、どのような考え方をしていくべきなのか考えていきました。
「社会の秩序を守るためには父を告発するべきだ」「でも、家族を守ることも大切だから、見て見ぬふりも正直
といえるかもしれない」と議論を重ねました。ある子供は「自分なら父をかばってしまうと思うけれど、もし他
人が同じことをしたら告発すると思う」と矛盾する気持ちを正直に語り、クラスの共感を集めました。別の子供
は「社会と家庭の価値は同時に成立しないことがある」とまとめ、複数の立場が整理されました。こうした議論
を通じて、子供たちは「道徳的価値は単純に決められるものではなく、状況や立場、時代によって揺れ動く」こ
とを実感していました。

【教師の語り…思いや願い】
この光輝単元の目指すところは、子供たちが価値を「学ぶ」

だけでなく、「価値を伝える立場」に立つ経験をすることです。
光輝の時間を単なる知識の伝達で終えるのではなく、具体的な
事例をめぐって他者と意見を交わし、異なる価値観の存在を受け
入れながら、自らの考えを再構築する場としたいと考えました。
特に今回の探究学習では、最終的に子供たちが「自分たちが

考えた道徳的価値」を題材に短い授業をつくり、仲間に向けて発
信します。これは、探究の成果を「発表」で終わらせるのではな
く、「教育的実践」として社会に還元する試みでもあります。
２月頃に行う発表会には保護者の参観も予定しています。子供

たちが探究を通じて得た思考や迷いを表現し、それを地域や家庭
にも共有することによって、「ともに考えること」の広がりを実
感できる場にしたいと思います。

幼小中一貫教育研究だより

文部科学省教育課程特例校としての取組を発信するニュースレター

Vol.６
幼小中一貫教育をより発展させるために、レジリエンスの育成をめざした取組をしています。

2025.10月

8年生担任 西村尚久

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です



アンケートフォームURL https://forms.office.com/r/NcyaJhnhN4

研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫教育研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子供たちのよりよい学びにつなげるため、こちらのアンケートにご協力をお
願いいたします。

研究だより（カラー版）
幼小中一貫教育研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。
よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫教育研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori


